
学生部は、下記の内容で夏季セミナーを実施しました♪

男性・女性とも参加者の皆さんは、自らの力の限界まで各プログラムにチャレンジし、

くたくたになりながらも、最後には達成感に溢れ、輝いてさえ見えました。

　　～マウンテンバイクでの峠越えや小川谷での沢登りなど、

　　　　　　　　丹沢の豊かな自然の中で、自分自身を見つめた時間～

期日：２００５年９月17日（土）～19日（月）　２泊３日
場所：神奈川県西丹沢
主催：中央大学学生部
協力：日本アウトワード・バウンド協会（ＯＢＳ）
プログラム：
　　　17日（土）：仲間づくりのためのレクリエーションゲーム・マウンテンバイク25ｋm
　　　18日（日）：沢登り
　　　19日（月）：丹沢湖一周10ｋmマラソン

　この度、参加者の古賀君に感想を寄せてもらったので、ご紹介します。

学生部夏季セミナーに参加して
法学部２年　古賀　祐輝

　僕が夏季セミナーに参加したのは、自分を極
限まで追い詰めるなんて理由ではありませんで
した。マウンテンバイクで自然の中を走るのは
気持ちいいだろうし、沢登りっていうのもなん
だかおもしろそうだと
感じたからです。
　初日の集合した時に、
インストラクターの方
が「チャレンジ」と言っ
ていたのも、あまりよ
くその真意を理解して
いませんでした。この
「チャレンジ」という
のが「自分への挑戦」
のような意味なのだと理解するのにそれほど時
間はかかりませんでした。何キロも上り坂が続
くマウンテンバイクは、途中で足が動かなくな
り、押していくのもやっとという状態でした。
息がぜいぜいしてしまうくらいきつかったです。
本当に苦しかったのは２日目の沢登りでした。
むしろ、滝登りです。ものすごい勢いで流れて
いる滝の中を自分の力で登っていきます。もち
ろん、その滝の「本流」をゆかなければいけま
せん。この本流をあがることは困難を極めまし
た。自分では本流をあがっているつもりでも、

実は自然と本流をよけているのです。滝の中に
飛び込んでいくため、滝にのまれると息ができ
なくなります。人生で初めて自分の生と死につ
いて、一瞬頭をよぎりました。インストラクター

の方はいっさい助けてくれま
せん。ただ下からみているだ
けです。苦しくなるとどうし
ても助けを求めてインストラ
クターの方をみてしまいます。
それでも絶対に手は貸してく
れません。その時にもう自分
でやり遂げるしかないのだと
心から思いました。自分が滝
登りを開始する前に滝の下で

待機しているときの恐怖感は忘れられません。
震え上がるくらい怖かったです。初めて味わう
恐怖でした。
　自分の普段の生活にこの体験をフィードバッ
クして考えて
みると、どれ
だけ普段の生
活が甘く楽で
あったかを痛
感します。む
しろ、自らそ
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のような生活にしていたのだと思いま
す。朝きちんとした時間に起きな
いとか、やるべきことをやらずに
その瞬間に自分が楽しいと思え
ることをやってしまう。つまり、
逃げていたのだと思います。本
当にやるべき最低限のことだけ
をこなして、あとは何もやりませ
ん。これでは自分の成長は望めな
いと知りました。自分の命は自分で
守らないといけないし、自分の責任は自
分でとらないとなりません。今回の経験で、自

分の甘さを痛感し、今後は自分を変えて
いこうと心から思えるようになりまし
た。また自分に少し度胸がついたよ
うにも感じます。もう恐怖の滝登
りをする機会はないと思いますが、
自分を変えられるいい経験になり
ました。
（注）インストラクターは、安易な
手助けをせず、参加者が自己の最大
限の力を発揮するまで見守り続け、同

時に安全確保に万全を尽しています。

～同志社大学の学生さんとも一緒の冒険！～
雪洞やかまくら造り、かんじきをはいてのスノーハイク、ネイチャ
ースキーなど、大自然の中で、学部・学年を超えた
交流をしてみませんか？

冬季セミナー
実施予告!!

仲間と過ごす最高の数日！

考え、チャレンジし、

そして得られる喜びと

達成感！この冬一番の感動

間違いなし♪♪

～同志社大学の学生さんと一緒の冒険！～
雪洞やかまくら造り、かんじきをはいてのスノーハイクなど、

大自然の中で、大学・学部・学年を超えた交流をしてみませんか？

詳細については、下記の受付窓口までお問い合わせ下さい。
【受付窓口】
多　摩キャンパス：学生課 � 0426-74-3471
後楽園キャンパス：理工学部学生生活課 � 03-3817-1716
昨年のセミナーの状況を下記のwebページでご覧頂けます。
http://www2.tamacc.chuo-u.ac.jp/gakuseibu/event/winter/winter2005.htm

日　程：2006年2月28日（火）～3月2日（木）（予定）
場　所：長野県小谷村
参加費：16,000円前後（予定）※交通費が別途必要になります。
※12月8日（木）9:30から先着順で受付をはじめます。

　雪深い長野の奥地、小谷で過ごした２泊３日
は、少し長めの夢をみているようだった。それ
ほど、非日常的な体験だった。
　この冬季セミナーを運営するOBSのプログラ

ムにはもともと、体験（チャレンジ）を通して「仲
間」や「自分」と向き合う目的があった。しか
し、私は雪の体験だけを期待していたので、「自
分」や「仲間」という言葉に対する違和感があり、

「雪山体験を終えて・・・」
文学部社会学科４年　若林愛香

学生部では、本年度も冬季セミナーを企画しています！

昨年度の参加者の感想をご紹介します。
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